
瀬戸市第６回菱野団地再生計画策定検討委員会 

議事要旨 

 

日時：平成 31年 1月 29 日（火）午後 7時～ 

場所：八幡公民館 １階 大ホール 

 

開会 

 

１．はじめに 

 

２．菱野団地再生計画（案）の検討 

●資料説明 

・事務局から説明 

 

○質問・意見交換等 

【作業部会との連携について】 

・住民ワークショップと連携して課題をまとめられているようで安心した。 

 

【言葉の定義について】 

・「再生」という言葉の使い方について伺いたい。 

→事務局：菱野団地は、瀬戸市の 1 割という人口規模と、住民バスやわいわいフェステ

ィバルといった取り組みを行うパワーを兼ね備えている。これらの取り組みを継続

的・持続的に行うことで、少子高齢化と人口減少が進んでいる現状から再生を図って

いくという決意を表している。 

 

【再生の理念について】 

・再生の理念について、本委員会であまり議論できていないのではないか。 

・住民を取り込んで理念づくりを行えば、住民が納得しやすいように思う。 

→事務局：表現がそぐわないのであれば柔軟に対応したい。 

・委員長：自治会や地域力向上委員会などが、初めて一緒に団地全体のまちづくりを目指

すという点で、「三台一体となって」というところが重要だと思う。 

・菱野団地に「行きたい」という状況のイメージが沸かない。 

・団地外の人には「三台」の「台」が何を意味するか分からないのではないか。 

・主体的に自分たちのまちを作っていくということを強調するフレーズが良い。「三台一

体となってつくる自分たちのまち」など。 

・「一体となってつくる住みたい菱野団地」だと理解しやすい。 



・第 6次瀬戸市総合計画の将来像「住みたいまち、誇れるまち、新しいせと」と似ていて、

菱野団地の個性が出ていないように感じる。 

・団地外から引っ越してきたが、保育園、小学校、商店街が近く、住民との会話もあり、

住んでよかったと思うので、「住んでよかった菱野団地」という表現が良いと思う。 

・「住んでよかった菱野団地にしよう」が良いのではないか。 

・委員長：計画の理念なので、過去形ではない表現が良い。未来志向にして、「住んでよ

かったと思えるまち菱野団地」ではどうか。 

・エリアマネジメント団体、菱野団地再生計画推進協議会あたりで、住民からの意見を取

り込んで理念を作っていくと良いのではないか。 

・理念を固定化せず、みんなで考えながら共有していくという進め方はどうか。 

・理念はまちづくりに対する自分たちの考え方を宣言するものであり、キャッチフレーズ

ではない。 

・みんなの意見を聞くことの良さは理解できるが、時間がかかる。先行する協議会の考え

方をどうするかというものなので、決めた方が良い。みんなで議論して意見を聞くので

あれば、意見を聞く場を別に設けるべき。 

・数名で検討した理念を、全体で共有して決めるというやり方もある。団地再生に対する

思いに大きなずれはないように思うので、そこに時間をかけなくても良いのではないか。 

・こういう考え方でやりますよと伝えるものなので、協議会で決めて良いのではないか。 

・委員長：今の話を総合して、「みんなでつくる、住みたいまち菱野団地」はどうか。団

地内外の人たちが一緒になってつくり、住んでよかったと思えるまちにするイメージで、

みんなで理念を共有しながら少しずつ前進していくという意味が込められると思う。 

・良いと思う。私たちが今行動しようとしていることと繋がると思うので、そういう理念

にしていただけるとありがたい。 

・みんなでつくるというところが一致していれば、どうつくるかはその後に皆さんで考え

ていくということになる。 

・委員長：みんなでつくるという点を理念として共有できることが、今の時点ではとても

重要だと思う。住みたい、住んでよかった、ということも理念に入れて、異論がなけれ

ば全会一致でこの理念に決めたい。 

・（意義なし） 

 

【先行プロジェクトについて】 

・今後の予定を教えてほしい。 

→事務局：本委員会を継承した「菱野団地再生計画推進協議会」を次年度早々に立ち上

げて、進捗管理ができるようにしたい。エリアマネジメント団体（以下「エリマネ団

体」という。）については、昨年末から八幡台自治会伊藤会長の声掛けで準備を進め

ている。住みたい菱野団地をみんなでつくるという点において、エリマネ団体が再生



計画を実行する人たちの核になると考えている。2019 年度は、エリマネ団体プロジェ

クトの取組方針3、4、11について、どんなことをやると良いのか考えていきたい。  エ

リマネ団体が主体となり、菱野団地わいわいフェスティバルのようにセンター地区で

年 1回以上みんなが連携した賑わい創出事業をやりたい。さらに、ICT を活用して、そ

の取り組みを大勢に情報発信したい。 

住民バスのプロジェクトは、持続可能となるよう取り組みを続けていきたい。県営

住宅については、県による建て替え計画を着々と進めていただきたい。空き家対策に

ついては、地域の方から情報を提供していただき、市と自治会で連携して空き家の実

態調査や物件所有者の意向確認等を進めていきたい。 

 

【多文化共生について】 

・日本人と外国人がいかに共生していくかを検討する必要があるのではないか。 

→事務局：中・長期計画に「多文化共生の地域づくり」とあるように、日本人と外国人

が相互理解を深めて、双方が豊かな生活を送れるようにしたいと考えている。 

まずは、相談窓口の設置などを検討していく。既に同様の取り組みをされている方

もいるので、その方々の取り組みを継続したり、発展させたりという議論を引き続き

していきたい。 

・中・長期計画だけでなく、先行プロジェクトで取り組んでも良いかもしれない。  

→事務局：取組方針 19に外国人の相談窓口の設置とあるように、先行プロジェクトで取

り組むこととしている。中・長期計画に位置付けた取組方針 20についても、課題の整

理はすぐにでも始めたいと考えている。 

・委員長：重要なことなので、協議会やエリアマネジメントの準備段階から取り組んでい

くこととしてほしい。 

 

【県営住宅の利活用について】 

・原山台 7丁目でこれから県営住宅の B棟が建設され、2丁目でも A棟から順次建築されて

いくのだが、原山台の自治会で１部屋借り受けることは可能か？自治会の活動で子ども

やお年寄りのケアをしているが、活動拠点となっている集会所は（老朽化などにより）

いずれ壊すことになる。 

→愛知県建設部建設局：県営住宅自体は生活に困窮する人たちに貸すという趣旨がある

ため、県営住宅の自治会でないなら、目的外使用という形になるため難しい。 

・自治会で家賃を払って借りられないかという話があったので、可能か確認したかった。 

→愛知県建設部建設局：原山台 7 丁目、2 丁目の建て替えでは、PFI、PPP の取り入れを

検討している。検討中のため今すぐという話ではないが、PFI であれば事業者に対して

誘致依頼などの形で条件をつけて事業者募集をすることは可能である。瀬戸市に要望

を伝えていただき、我々と瀬戸市で調整をして、どのように事業化していくか検討す



ることは可能だと思う。 

→事務局：県から出していただいたアイデアについては調整したい。また、再生計画案

69 ページに空き家利活用プロジェクトを載せている。再生計画案の例にあるように、

空き家を活用してバス待ちサロンなどの取り組みがあっても良いのではないか。 

例えば、原山台の階段を上がったところに空き家があったとして、そこが住民バス

の待ち場所になるのであれば、２つの取り組みの目的が一致する。原山台の方々やエ

リマネ団体での役割分担が考えられると想定している。 

・菱野ウイングビルにあるスペースを、原山台自治会の活動場所として使っていただいて

も良い。 

 

【ホームページについて】 

・「瀬戸市菱野団地」と検索してもホームページが出てこなかったが、どのようにしたら

見れるか。 

→事務局：（検索方法を回答） 

・ホームページへのアクセス方法が分かりづらいので、閲覧件数が増えないのではないか。 

→事務局：市のホームページとは別に、菱野団地自体のホームページを立ち上げようと

考えている。 

 

【エリアマネジメント団体について】 

・エリマネ団体の組織のあり方を確認したい。 

→事務局：ワークショップで集まった皆さんを主体に、できることから１つずつ取り組

んでいただくイメージ。市もエリマネ団体と連携して情報の交換、共有を図り、取り

組みの進め方を考えていく。あくまで住民主体のまちづくりであり、市がエリマネ団

体の取り組みをコントロールするつもりはない。 

 

【県営住宅の建て替えについて】 

・原山台の建て替えが進められる中で、住民の声が計画に反映されていないという意見を

聞く。計画を立ち止まってでも、改善に向けた話し合いをすることはできないだろうか。 

→愛知県建設部建設局：PFI は設計から業者にお願いするものであるため、決まっていない。

八幡台については長寿命化工事をしており、しばらくは建て替えがないと個人的には思

っている。萩山台の事業は、原山台と八幡台の事業が終わってからになると思われる。

愛知県下に 5 万 8000 戸余りも県営住宅があるため、1 カ所に事業を集中させることは財

政的にも難しい。我々の立場としては、住宅に困窮する低所得者に居住の安定を図れる

よう、事業費を抑えて多くの住宅を供給することが命題となっている。やれることはや

っているつもりだが、意見があれば別途伺う。 

・原山台での建て替えが始まるので、その経緯を記録して、八幡台や萩山台で活かしてい



ただきたい。住民が要望を出して計画をわずかに変えることも可能と聞く。県住宅供給

公社との話し合いを進めていけたらと考えている。 

→委員長：今後も協議会など様々な場で調整を続けていただきたい。 

 

【予算について】 

・エリマネ団体の取り組みを進めるには予算が必要と思うが、市から予算を知らせていた

だいて、それをもとに話し合っていくということでよろしいか。 

→事務局：本市も厳しい財政状況ではあるが、先行プロジェクトに掲げた取り組みがで

きるだけの予算を確保したいと考えている。使い方の中身については、これから話し

合っていかなければいけない。 

エリマネ団体や菱野団地が今後持続可能であるためには、役割分担や収益事業とい

ったことが必要になると思う。皆さんの意見をもとに取組方針を決めているので、ど

のように取り組むかは皆さんで話し合っていくべきと考えている。 

 

【センター地区の範囲について】 

・再生計画で言うところのセンター地区の範囲はどこか。 

→事務局：明確な範囲は決めていないが、上から見たときにスリーポイントスターになっ

ているところをセンター地区と呼んでいる。その範囲内で、活動拠点や中央広場の取り

組み、機能強化やアクセス改善などの取り組みを進めたい。 

ただし、商店街は分譲のため、そこでの取組は難しいと考えている。また、松坂屋ス

トア跡地も入居を検討する事業者と条件が合わない状況があるので、愛知県住宅供給公

社と引き続き話し合いを続けていきたい。 

 

【まとめ】 

・副委員長：今まで３団地での話し合いはできていなかったが、住民バスの取り組みによ

って共同して動けるようになり、そのことが今の再生計画につながっているように思う。

これから 3 団地で色々と話をしたり、色々なことを聞きたいと思っている。現在住んで

いる方たち、これから住みたいと思っている方たちの意見をもっと入れて団地を変えて

いきたい。 

・委員長：皆さんからいろいろと言っていただいたので、良い計画づくりができた。一番

大事なことは、住民の自治会、NPO、民間企業の方々など色々な方に参加していただいて、

計画づくりができたことだと思う。ワークショップに多くの方が参加して、そこからの

意見も検討委員会で共有されたり、この計画の検討を進めている間に住民の方の様々な

チャレンジがあったりなど、いろいろな人たちが関わって計画をつくることができた。

全戸配布のアンケートで菱野団地の皆さんの意見を聞いたり、外国人や市外に住んでい

る方に話を聞いている点も非常に良い。 



まだパブリックコメントもあるが、この計画案を皆さんで共有して、着実に進めてい

くことが大事だと思う。せっかく集まった多様な方々が、ここで途切れることなく関わ

り続け、取り組みを進められると良い。 

ただ、おそらく若い世代などには、この議論がどうなっているかわからない人がいる。

菱野団地には 40 歳以下だけでも 4000 人近くいるのだから、若い人たちの意見もどんど

ん聞いて、取り組みに参加していってもらいたい。特に、主婦の方や、子どものいる方々

にも今後継続的に力強く参画していただければと思う。 

それから、菱野団地の戸数の半分以上は県公社等の住宅であり、そこに住んでいる方

の半分以上は県営住宅に住んでいる。菱野団地を構成する大きなメンバーの 1 つである

ので、一致団結して、より良いまちづくりに進めていけたらと思う。 

また、新しいこれからのまちというのは、色々な方の協力が必要になる思う。ときに

は民間企業の方に協力していただいたり、新しいものを取り入れるために相談に乗って

いただいたりといったことも必要になるのではないか。これらの協力がどんどん拡大す

るぐらいの進め方でもって初めて色々なことが動き出すと思う。 

それから、新しい価値観など、様々な人の考えを取り入れることも必要ではないか。

若い人たちは我々が使っていないようなものも使っているなど、我々とは違う思考や価

値観を持っていたりする。ICT など新しい技術を取り込んでいくことも、外に出歩けない

高齢者の方、体の不自由な方、言葉が話せない外国人の方とのコミュニケーションにつ

ながるなど、住みよいまちづくりを進める上で大事だと考えている。 

最後に、理念は「住みたいまち」ではなく、「住みよいまち」でもいいだろうか。み

んなが快適に住みよいまちづくりをすることが大事ではないか。 

・（意義なし） 

 

３．その他 

・事務局：再生の理念を「みんなでつくる、住みよいまち 菱野団地」とする方向で、石

川委員長と話し合って修正していく。その案をもってパブリックコメント手続きを 2

月 8日から 3月 8日にかけて実施していきたい。 

パブリックコメントの結果を踏まえ、石川委員長に確認をいただいた上で今年度中

には計画を策定・公表したいと考えている。今後、策定した計画を実施していくため

にも、皆さんにはぜひ協力していただきたい。 

以上 


